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特集
＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

● 2008 年の本誌 41 巻 3 号でテキストマイニングを取り上げてから 5年が経過しました。当時
は初めて取り上げることから「特別記事」として，「有効性を考える」という観点でその概要と方
法，文献レビューならびに活用事例一例を紹介しました。本特集で興味をもたれた方は，ぜひ
こちらもあわせてご覧下さい。近年，学会取材を重ねるごとに，「テキストマイニング」という
用語を目にする機会が増えた印象があります。そこで今回，2号にわたる特集を組んでみまし
た。テキストマイニングを用いた研究は，これからの可能性や課題をまだまだ秘めているもの
かもしれません。テキストマイニングが「行間を読む」ことは難しい（いとうたけひこ氏の論考
より）といった場合，人間の “言葉にならない言葉 ”や，意味のある沈黙などをどのように掬
い取っていくのか，今後の研究の展開に非常に関心が湧くところです。次号でも続けてテキス
トマイニングの研究実践を紹介します。他領域と融合し，看護研究への適用と研究の発展をめ
ざす新たな可能性としてのテキストマイニング。どうぞお楽しみに！	 （小長谷）
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看護研究におけるテキストマイニング（Ⅱ）
ソーシャルメディア上のビッグデータを分析して─乳児をもつ母親の関心事
　井田歩美，猪下光
テキストマイニングによる成功率の高い禁煙プログラムの会話構造の特徴
　大野佳子，磯村毅
チーム医療をテキストマイニングする
─地域での栄養サポートチームにおける歯科専門職の役割に注目して
　柴崎美紀，小原由紀，澁谷英介，本田彰子
国際看護学への挑戦をテキストマイニングする　西川まり子，村田直己，小櫻愛美
看護記述とメタファー─認知言語学・脳科学の視点から　服部兼敏，東山弥生

●研究報告
インド中部州における Auxiliary Nurse Midwife（ANM）の業務遂行上の体験に関する研究
　樋口まち子

●連載
質的研究の前提と正当性・5　家高洋
Words,words,words. 研究と言語─質的研究のために・11　江藤裕之
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